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柳窪『緑の回廊』を通って。

旧集落の⼩道は、どこも緑が深く⼈と道と緑

が⽀えあって⽣きています。

東久留⽶の⽔の回廊に並び、こちらはは緑

の回廊と呼んでみたい、そんな気がしました。

さてさて、緑のシャワーを浴び益々意気軒昂

たる⼀同は先に進みました。

春ちゃん

＜＜Part.1はこちら＞＞

http://kuru2.genki365.net/gnkh03/

pub/sheet.php?id=51880

村野成美家へつきました。

天神橋の近くにあることから屋号は橋

端だそうです。

あれれ！随分モダンなお家に⾒える

んですけど・・・。ほんとに明治９年の

建物なんでしょうか？

５４年前、⾃由学園の短⼤⼆年⽣

が描いたご当家のスケッチが展⽰され

ていました。

スケッチ：⾃由学園所蔵

現在の屋敷です。左のスケッチと⾒⽐

べてください。

びっくりです！桁から上の屋根を直し

ただけで屋敷構えは変わっていないん

です。

こちらは違う⾓度からのスケッチです。

⽇本の伝統的家屋は合理的な作り

⽅であるためライフスタイルに合わせ、

このように変幻⾃在に変えることがで

きるのだそうです。

スケッチ：⾃由学園所蔵

○に七の家紋がくっきりと鮮やかで、こ

の⼟蔵も素敵ですね。

天神橋の脇に⾏くとお祭の灯篭があ

りました。

本⽇９⽉２５⽇は天神社の祭礼で

す。

灯篭に導かれ鬱蒼とした林の中を進

みます。

かすかに祭囃⼦が聞こえてきました。

⽯段の上に天神社の⿃居が⾒えてき

ました。

東京都名湧⽔５７選に登録されて

いる湧⽔ですが、湧⽔量は多くはなさ

そうで残念。

その残念さを補って余るのが、この欅

です。樹齢何年になるのでしょうか？

もしかしたら集落⼀の⻑⽼かもしれま

せんね。

⽯段を登りきると、境内の神楽殿で

柳窪囃⼦が奉楽されていました。

お馴染みひょっとこ。 おかめ。

天孤。 天孤って1000年⽣きた⽩狐だったか

なと思いながら⾒ていましたが、縦横

無⼈に暴れまわる様は迫⼒満点、背

筋の辺りがゾクゾクと少々怖くなっちゃ

った春ちゃんです。

静かな森の中、緩急⾃在に祭囃⼦

が流れる神楽殿だけが別世界、その

⾮⽇常的な感覚に観客⼀同うっと

り。

柳窪囃⼦連による重松流柳窪囃⼦

でした。

とても良かったとの声しきり、拍⼿喝

采。

代表の奥住實さんは『柳窪の環境・

景観の保全を考える会』の代表も務

めておいでで、正に⼋⾯六臂の活躍

ぶり。

⻑い⻑い塀をごらんください。

村野啓⼀郎家の北側です。

本⽇は、こちらからお邪魔しま〜す。

村野啓⼀郎家です。

⺟屋は天保９年(１８３８)の建

築、式台付⽞関部分は安政４年

（１８５７）に増築したものだそう

です。

屋号は、ずばり『天神前』。

豪壮の⼀語。

⽇本家屋を語るのに茅葺屋根は⽋

かせません。昭和３０年頃までは市

内でもかなり残っていたそうですが、い

まや近隣市内で唯⼀の茅葺個⼈住

宅となってしまいました。昔は萱の吹き

替えは村中総出の共同作業だったそ

うですが、今は専⾨の職⼈さんに頼ん

でおられるとか。

きれいに切りそろえられた萱の断⾯。

層になっているのがわかりますか？

よーく⽬をこらして⾒てください。何段

にも層になっているのは、上から下ま

で⼀時に替えるわけではなく古くなっ

た層を捨てて新しく重ね、汚れたとこ

ろから順番に代えていくからだそうで

す。

萱の補強材として柳窪⼩⻨が使われ

ています。

絶妙なカーブの、この形をつくれるのは

屋根職⼈の中でも棟梁だけだそうで

す。

屋敷のこちら側は⾺屋だったそうで

す。

写真と⾓度は少々違いますが、細部

までよく描かれています。

江⼾時代後期になると⽶の消費とと

もに⽶糠の利⽤も増え、ご当家では

新河岸川から⾺で⽶糠を運び商って

いたそうです。

スケッチ：⾃由学園所蔵

中には当時の帳場がそのまま残って

います。

ご当主の村野啓⼀郎⽒の説明を⼀

同興味深く伺いました。

忙しげに算盤を弾く番頭さんの姿が

⾒えるようです。

いろり。

こんなに沢⼭の鍋釜が！

⼤勢の⼈が、この⼤きな屋敷で暮ら

していたんですものね。

桶の底に、なんと明治１８年と書か

れていました。

私達は、物を⼤切に使う美⾵を

何時忘れてしまったのでしょう。

⽣活⽤品の数々、「懐かしい」との声

しきり。

敷地内の⾨を潜りますと・・・。 ⼀⾒、普通の座敷に⾒えますが、実

はここには歴史の⼤舞台となった⽇が

あったのです。

慶応２年名栗村（現飯能市）で

勃発した武州世直し⼀揆。打ちこわ

しの⼀群が柳窪に押し寄せ、名主で

あった村野家及びこちらのお宅を含む

分家３軒に押し⼊ったのです。

⼀揆勢は屋内になだれ込み鋸や斧

で打ち壊しを始めました。

その時の傷跡が⽣々しくのこる床柱。

⻑押にも傷跡が残っています。

騒乱のまっ最中、急を聞き下⽥半兵

衛率いる農兵隊が⽥無より駆けつ

け、この地は忽ち交戦の場に。農兵

隊の銃器の前に⼀揆勢は死者８名

負傷者多数を出し逃散したそうで

す。

柳窪開闢以来の⼤騒動に平和な村

の⼈々がどれ程驚いたことでしょう。

そんなことがあったとは信じられない

位、秋の空は⾼く明るい⽇差しが降

り注いでいました。

おや、おしゃれな洋館がありました。

「アトリエですか？」

否、病を得た先々代が屋敷の奥に

逼塞した、云わば家庭内療養所との

ことでした。ここにも当時の⽣活の⼀

端が残されていました、ひと昔前まで

寝ているしか⼿がない病気が沢⼭あ

ったのです。

この⼤きな屋根のしたで、どれだけの

⼈が笑ったり泣いたりしたのでしょう。

庭先に残された釣瓶井⼾。 それでは、今回は正⾯の⽴派な⾨か

らお暇いたしましょう。

かつて、屋敷の前は⼀⾯の⻨畑。そ

こから昇る朝⽇が屋敷内に差し込む

よう作られことから『⽇の出⾨』と名づ

けられたそうです。

⾨の脇に『⽇ノ出⾨ノ記』なる碑があ

りました。

ウーム難しい！ 多分、毎朝この⾨を

開けて朝⽇を拝み幸慶を呼び込み

なさい。⼦々孫々まで家業に励みな

さいよといった内容かなと思ったことで

した。

このような形を薬医⾨というそうです。 ５４年前と少しも変わらない不動の

屋敷構え、それでも５４年の⽉⽇は

⼈も村も変わらずには置きません。

ご当主村野啓⼀郎⽒のゆるぎない

信念が、なんとか歴史の宝を守ってい

るとお⾒受けしました。

スケッチ：⾃由学園所蔵

丸ポストが可愛い。 お茶畑が残っていました！！

昔は市内にたくさんのお茶畑があった

そうです。

村野武敏家です。

屋号は天神前新屋。

前述の天神前村野家から分家さ

れ、ご当主は三代⽬。とは⾔え築１

００年の重みはご覧のとおり。

こちらのお宅にも⾃由学園の学⽣さ

んの絵が展⽰されていました。⽣徒の

全作品が５４年もシミひとつなく保

存されているなんて素晴らしい話です

ね。

スケッチ：⾃由学園所蔵

奥の⼩さい建物は、家を建てる時⼤

⼯さんの宿泊・作業⽤に作られたそう

です。

スケッチ：⾃由学園所蔵

スケッチ：⾃由学園所蔵 ご当主村野武敏⽒のご説明によれ

ば、屋根を⽡葺に替えたとき、床を⾼

くする⼯事もされたそうです。随分⼤

掛かりな改修⼯事だったでしょうね。

⼤⼯さん⽤別棟は、その後台所とし

て使われていたそうです。

「昔の⽇本家屋というのは部屋の仕

切りや壁が少ないですが関東⼤震災

は⼤丈夫でしたか？」

「特になにも聞いてないので影響なか

ったようですね。」

建築家でらっしゃる吉崎⽒の説明に

よれば、しっかりした⼟台と『さし鴨居』

をがっちりすることで、⽇本の伝統的

家屋は⾮常に地震に強いのだそうで

す。

この太い柱と鴨居が家を守っているの

ですね。

富⼠⼭の彫りこまれた⼀枚ガラスで

す。その前に可愛いキャラクターがあり

ました。新旧同居の場⾯をパチリ。

後⽇偶然お会いした奥様がお嫁に来

たときは茅葺屋根で、台所部分と家

が別だったなど思い出話をしてください

ました。

栗や柿がここにも、そこにも。

⽇差しは夏のようでしたが、やはり季

節は秋なんですね。

最後は村野⾠雄家にて冷たいお茶

をご馳⾛になり、アンケートを記⼊しま

した。

希望者は柳久保⼩⻨の⼿打ちうどん

が⾷べられます。

このように具の⼊ったうどんを『かてうど

ん』というそうです。柳久保うどんはコシ

が強いと評判です。

「楽しかった」「今⽇初めてこういう所

があると知り驚いた」「東久留⽶ってい

いですね」等々の声。

⼩平、花⼩⾦井からの⼈も。写真は

『武蔵野市農業ふれあい村』のメンバ

ーの⽅達です。

早速『東久留⽶の⽔と景観を守る

会』の⽅と情報交換。

『東久留⽶の⽔と景観を守る会』

代表佐藤雄⼆さんです。

東久留⽶市に残された伝統や⾃然

を次世代に残すため、今やらなけれ

ば間に合わない様々な課題を痛感さ

せられました。

『天神社の柳窪囃⼦連』の皆さんの

ところへ戻って「おじゃましま〜す。」

天神社の祭礼は伝統的に毎年４⽉

２５⽇と９⽉２５⽇にやっており、

奉楽の練習のため隔週⽇曜、ここに

集まっています。後継者が少なくメン

バー不⾜が⽬下の悩み。⽼若市内

外を問わないので興味があれば声を

かけてとのこと。

地域の祭りに⼦ども達が参加できるよ

う祭礼⽇を⼟⽇にすることも検討中と

か。伝統を次世代に引き継ぐことと伝

統のまま守ることの両⽴は簡単では

ないようです。

今⽇は⼀⽇満々⾜でした。

おまけに『実りの秋』も堪能しました。

バス停へと戻る道すがら、農家の庭

先販売の葡萄と梨を⾒つけました！

早速買って帰り、「⽢い！うま〜

い！」。もひとつ⼤満⾜！

⼤分、陽も翳ってきました。

⼼と体に元気を貰って家へ帰ります。

お邪魔した家々の皆様、佐藤雄⼆

様始め東久留⽶の⽔と景観を守る

会の皆様、柳窪囃⼦連の奥住實さ

ま初め皆様、そして柳窪の⽊と⽔と⼤

地に「ありがとうございました。」

取材にご協⼒いただきました、⾃由

学園資料室の越前屋様お世話にな

りました。
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